
ら
に
県
道
36
号
線
の
喜
仲
・
豊
原
区
間
が

開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
な
流
通

加
工
拠
点
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
整
備
が

図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
中
城
湾
港
新

港
地
区
に
お
い
て
、
沖
縄
県
が
整
備
し
た

賃
貸
工
場
を
中
心
に
企
業
進
出
が
進
み
、

金
型
産
業
も
徐
々
に
集
積
し
て
き
て
い
ま

す
。
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
に
お
い
て
も

15
社
が
入
居
し
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
民
間
Ｉ
Ｔ
施
設
に
は
本
年
６
月

頃
、
約
５
０
０
名
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
う
る
ま
市
Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
新
た
に
２
社
が
入
居
す
る
な

ど
、
今
後
ま
す
ま
す
企
業
立
地
と
雇
用
促

進
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
１
次
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
豊
か
な
農
水
産
物
の
販
路
拡
大
を

図
る
た
め
、
農
水
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
が
あ
り

ま
す
。
本
市
と
し
て
は
、
被
災
地
に
保
健

師
、
消
防
職
員
及
び
車
両
を
派
遣
し
、
義

援
金
と
し
て
１
千
万
円
の
寄
付
を
行
う
と

と
も
に
、
災
害
用
備
蓄
毛
布
を
は
じ
め
市

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
物
資
を
提
供
し
、
被

災
地
の
方
々
へ
の
救
援
・
支
援
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
友
好
交
流
を
行
っ
て

き
た
岩
手
県
盛
岡
市
に
対
し
て
は
、
う
る

ま
市
商
工
会
及
び
観
光
物
産
協
会
と
連
携

し
、「
東
日
本
大
震
災
岩
手
盛
岡
支
援
連

絡
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
日
用
品
な
ど

の
支
援
物
資
を
提
供
し
ま
し
た
。
市
民
や

民
間
団
体
か
ら
の
義
援
金
も
３
千
万
円
を

超
え
、「
チ
ム
グ
ク
ル
」・「
ユ
イ
マ
ー
ル
」

精
神
が
あ
ら
わ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
被
災
地
に
お
け
る
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
願
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
３
月
に
待
望

の
新
消
防
庁
舎
が
完
成
し
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
期
待
を
寄

せ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
10
月
に
は
第
５
回
世
界
の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
に
併
せ
て
、「
世
界
の

う
る
ま
ん
ち
ゅ
歓
迎
会
」
を
開
催
し
、
ア

メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
を
は
じ
め
世
界
６
か
国

か
ら
約
２
６
０
人
が
参
加
し
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、「
う
る
ま
ん
ち
ゅ
」
と
し

て
の
絆
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

さ
て
、
日
本
国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
端
を
発
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
電

力
供
給
の
問
題
、
欧
州
債
務
問
題
に
よ
る

円
高
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
交
渉
、
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
に
関
す
る
議
論
が
開

始
さ
れ
る
な
ど
、
国
の
将
来
を
左
右
す
る

懸
案
事
項
が
待
っ
た
な
し
の
状
態
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
沖
縄
県
の
本
土
復
帰

40
周
年
で
あ
る
と
同
時
に
「
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
（
仮
称
）」
と
新
た
な

沖
縄
振
興
の
制
度
、
そ
し
て
沖
縄
振
興
一

括
交
付
金
（
仮
称
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
節

目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
県
主
体
の
計
画
と

し
て
策
定
さ
れ
た
「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
基
本
計
画
（
仮
称
）」
を
軸
に
、
沖
縄

振
興
に
向
け
た
「
ジ
ン
ブ
ン
」
と
実
行
力

が
問
わ
れ
る
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
定
め
ら
れ
る
交

付
要
綱
を
踏
ま
え
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る

事
業
に
活
用
し
、
本
市
の
地
域
活
性
化
に

十
二
分
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
沖
縄
振
興
制

度
で
は
、「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域

（
仮
称
）」
や
「
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促

進
地
域
（
仮
称
）」、「
観
光
地
形
成
促
進
地

域
（
仮
称
）」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
制

度
を
生
か
し
た
地
域
振
興
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
う
る
ま
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
初
年
度
で
あ
り
、「
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
市
民
の
安
心
安
全

な
暮
ら
し
の
実
現
」、「
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
活
性
化
」、
そ
し
て
「
明
日
を
担

う
人
材
の
育
成
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
24
年
は
辰
年
で
あ
り
、
昇
り
龍
の

如
く
「
飛
躍
・
発
展
」
の
年
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
が
さ

ら
に
実
を
結
び
、
市
民
が
希
望
と
活
力
に
あ

ふ
れ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、

市
長
と
し
て
の
私
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
組
織
や
関
係

団
体
、
民
間
事
業
者
、
そ
し
て
市
議
会
な

ど
、
多
く
の
方
々
の
連
携
と
参
画
が
何
よ

り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
本
年
度

も
「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
全
力
で
市
政
運

営
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
う
る
ま
市
総
合
計
画
及
び
実
施
計
画
、

ま
た
、
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編
成
を

基
本
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活

用
す
る
べ
く
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
４
４
９
億
７
，
４
８
９
万
３
千
円
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
４
．
０
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健

康
保
険
が
１
７
５
億
３
，
７
５
３
万
９
千

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
７
億
６
，

０
２
７
万
９
千
円
、
介
護
保
険
が
78
億
４
，

５
５
１
万
３
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業
が

24
億
５
，
０
１
１
万
２
千
円
、
農
業
集
落
排

水
事
業
が
１
，
６
１
０
万
９
千
円
で
、
公
営

企
業
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
32
億
３
，

５
４
０
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算
規
模

は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道

事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
７
６
８
億
１
，

９
８
４
万
７
千
円
で
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
予
算
規
模
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